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価値創造企業を目指して

“漢 方”のツムラ

“人”のツムラ

“グローバル・ニッチ”のTSUMURA



企業価値の向上

漢方市場の
拡大

成長力の
増大

収益力の
強化

価値創造に向けた成長基盤の強化

　株主の皆様には、平素より格別のご高
配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　ここに、第80期（中間期）の株主通信を
お届けし、事業の概況および決算の状況
などをご報告申し上げます。
　株主の皆様におかれましては、引き続き
変わらぬご支援を賜りますよう、お願い申
し上げます。

“KAMPO”で人々の健康に寄与する
価値創造企業を目指して

長期経営ビジョン ～2021年ビジョン～

代表取締役社長
2015年12月

株主の皆様へ

第1期中期経営計画（2012-2015年度）

株主還元方針
◆“漢方”が持続的に発展・成長するための事業投資を通じて、

企業価値の向上を図る
◆中長期の利益水準やキャッシュ・フローの状況等を勘案し、

安定的な配当を実施

日本国内における
医療用漢方製剤市場の拡大

漢方市場の拡大戦略課題

財務・資本政策の遂行による
企業価値の拡大

財務・資本政策戦略課題

新生産技術の導入等による
「コスト構造改革」の実現

収益力の強化戦略課題
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事業概況

　当社グループは、追い求めていくべき不変の基本的価値観である「自然と健康を科学す
る」という経営理念と、社会から必要とされ存在し続ける目的である「漢方医学と西洋医学の
融合により世界で類のない最高の医療提供に貢献します」という企業使命を基本的な理念と
位置づけ、理念に基づく経営を実践すべく、諸施策に取り組んでまいります。

●連結業績
　当第2四半期連結累計期間（2015年4月1日から2015年9月30日まで）の売上高は、前
年同期に比べ3.5％増の545億6千万円となりました。
　利益につきましては、営業利益98億5千5百万円（前年同期比14.8％増）、経常利益100
億7千2百万円（前年同期比9.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益65億3千8百万
円（前年同期比6.7％増）となりました。業務の効率化等により売上高販管費率が改善し、営
業利益率は18.1％（前年同期比1.8ポイント上昇）となりました。

経営方針

業績の概要

17.6%
18.1%

（第2四半期）

売上高（億円）

2011 2012 （年度）2013

■ 第2四半期　■ 通期

2014

510 533

954
1,056

458

1,100

527

親会社株主に帰属する四半期純利益（億円）

2011 2012 （年度）2013

■ 第2四半期　■ 通期

2014

68 70

134
153

51

180

61

営業利益（億円）／売上高営業利益率

2011 2012 （年度）2013

■ 第2四半期　■ 通期　■ 売上高営業利益率

2014

110 103

22.2％ 21.9％ 20.4％

212 231

98

224

85

配当金の推移（円）

2011 2012 （年度）

（注）

2013

■ 中間配当　■ 期末配当　■ 配当性向（連結）

2014

30.0 32.0

30.0 32.0

30.0

32.0

32.0

1,104

140

32.0

194

31.5％ 28.4％
25.0％

32.1％

2015

545

2015

65

2015

98

2015

32.0

1,130
（通期予想）

122
（通期予想）

32.0
（期末予想）

180
（通期予想）

37.0％

(注)  2015年度の期末配当金および配当性向については、第80回定時
株主総会による配当議案が決議された場合の数値を記載
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医療用漢方製剤の概況
■医療用漢方製剤 売上高上位10処方 

（単位：百万円）

処方名 主に使われている疾患・症状 前第2四半期
（2014年度）

当第2四半期
（2015年度） 増減額 前年同期比

1. 大建中湯
(だいけんちゅうとう）

術後イレウス（腸管麻痺）等に伴う
腹部膨満感 4,883 5,065 181 3.7％

2. 補中益気湯
（ほちゅうえっきとう） 病後の体力増強、食欲不振 など 3,534 3,599 65 1.8％

3. 抑肝散
（よくかんさん） 認知症の行動・心理症状 など 3,376 3,594 218 6.5％

4. 六君子湯
（りっくんしとう）

機能性胃腸症、胃食道逆流症、非びらん性
胃食道逆流症等に伴う上腹部不定愁訴 3,247 3,257 9 0.3％

5. 芍薬甘草湯
（しゃくやくかんぞうとう）

筋肉のけいれんを伴う痛み
（こむらがえり など） 2,214 2,384 170 7.7％

6. 加味逍遙散
（かみしょうようさん） 冷え症、月経不順、更年期障害 など 2,053 2,236 182 8.9％

7. 麦門冬湯
（ばくもんどうとう） 痰の切れにくい咳、気管支炎、気管支喘息 1,768 1,972 204 11.5％

8. 牛車腎気丸
（ごしゃじんきがん） 抗がん剤等による末梢神経障害（しびれ等） 1,873 1,922 49 2.6％

9. 柴苓湯
（さいれいとう） 急性胃腸炎、むくみ など 1,700 1,702 2 0.1％

10. 五苓散
（ごれいさん） 浮腫、下痢、悪心、嘔吐、めまい、頭痛 など 1,322 1,560 237 18.0％

医療用漢方製剤129処方合計 50,236 52,280 2,044 4.1％

医療用漢方製剤の売上高は、129処
方中84処方が前年同期を上回り、前
年同期比4.1％伸長しました。営業施
策としては、医師への訪問・面談活動
を基本に、従来からの育薬5処方を中
心とした「西洋医学的アプローチ」に加
えて、漢方医学および漢方製剤に対す
る医師のニーズの多様化に対応する
ための「疾患・症状別アプローチ」を展
開しております。具体的には、エビデン
ス・論文・ガイドラインの掲載および処
方の使い分け等の情報を疾患・症状別
の新たな資材に整理し、医師に複数の
有効な処方を提案することにより治療
の幅を拡げていただくことを目指して
おります。

ワンポイント解説

医療用漢方製剤129処方売上高（億円）

2011 2012 （年度）2013

■ 第2四半期　■ 通期

2014 2015

483 498

899
994

434

1,026

522502

1,051
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連結貸借対照表� （単位：百万円）

科目 前期末
（2015年3月31日現在）

当第2四半期末
（2015年9月30日現在） 増減

資産の部

　流動資産 128,484 130,744 2,259

　固定資産 87,169 88,404 1,235

　　有形固定資産 60,624 60,568 △ 55

　　無形固定資産 209 217 7

　　投資その他の資産 26,336 27,619 1,283

　資産合計 215,654 219,149 3,494

負債の部

　流動負債 41,366 39,718 △ 1,647

　固定負債 23,339 23,692 353

　負債合計 64,706 63,411 △ 1,294

純資産の部

　株主資本 135,351 139,632 4,280

　その他の包括利益累計額 12,964 13,218 254

　非支配株主持分 2,631 2,886 254

　純資産合計 150,947 155,737 4,789

負債純資産合計 215,654 219,149 3,494

連結損益計算書� （単位：百万円）

科目
前第2四半期

自 2014年4月 1 日（至 2014年9月30日）
当第2四半期

自 2015年4月 1 日（至 2015年9月30日） 増減

売上高 52,710 54,560 1,850

売上原価 20,049 21,024 974

売上総利益 32,661 33,536 875

販売費及び一般管理費 24,075 23,680 △ 395

営業利益 8,585 9,855 1,270

営業外収益 747 348 △ 398

営業外費用 140 132 △ 8

経常利益 9,191 10,072 880

特別利益 65 0 △ 64

特別損失 124 18 △ 105

税金等調整前四半期純利益 9,132 10,053 920

法人税等 2,945 3,322 376

非支配株主に帰属する
四半期純利益 58 192 133

親会社株主に帰属する
四半期純利益 6,128 6,538 410

連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：百万円）

科目
前第2四半期

自 2014年4月 1 日（至 2014年9月30日）
当第2四半期

自 2015年4月 1 日（至 2015年9月30日）
営業活動によるキャッシュ・フロー 1,891 10,561

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 5,391 △ 4,738

財務活動によるキャッシュ・フロー 12,683 △ 2,332

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 664 173

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,519 3,663

現金及び現金同等物の期首残高 14,418 19,343

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,937 23,007

連結財務諸表

Point
1

Point
1

売上原価
売上原価率は前年同期比0.5ポイント上昇。内訳
は、生薬関係コスト上昇1.2ポイント、加工費の抑
制△0.5ポイントなど。

Point
2

販売費及び一般管理費
販管費率は業務効率化に伴う経費抑制等によ
り前年同期比2.3ポイント低下。

Point
2
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ツムラグループが実施する主要拠点における栽培契約は、農林水産省が推進する６次産業
化を見据え、原料生薬の栽培・収穫だけではなく、加工・販売を含めた一元的な内容で締結
しています。これにより生産者は3つの産業の利益を得る６次産業の経営モデルを実践して
います。また、ツムラ生薬GACP※で管理する基準・規則に則り生薬栽培を実施することで、
医薬品の原料としての条件を満たし、安全な生薬を安定確保しています。原料生薬の安定調
達を通じた社会と企業の利益を両立する活動を紹介します。
※ GACP：Good Agricultural and Collection Practice

社会と企業の
共通価値創造を目指して

特集❶：夕張ツムラが「農業生産法人」へ移行

豊かな自然環境が育む生薬を、安全・安心な漢方製剤として
安定してお届けするための努力を積み重ねています。

漢方製剤の需要増加にともない、原料と
なる生薬も多くの調達量が求められてお
り、国内外での生薬栽培地の拡大、保管
倉庫の増設を進めています。北海道にお
ける生薬の調達・調製加工・保管・自社
農場の運営を通じた栽培効率化、道内に
おける機械化による大規模生薬栽培の推
進を目的に株式会社夕張ツムラ（以下、夕
張ツムラ）を設立しました。
夕張市は、北海道内で栽培された生薬の
集積・出荷において苫小牧港から茨城県
の大洗港へのアクセスがよく、陸路・海
路ともに利便性がよいこと、1年を通して
冷涼な気候が生薬の保管の効率化に適
していることなどの環境条件が整った立
地でした。また、財政再建のお役に立ちた
いという社会貢献面についても考慮しま
した。

夕張ツムラの機能と位置づけ
北海道における薬用作物の栽培から生薬
の調製加工・保管・自社農場の運営まで
の一貫した生産拠点
●   北海道生産品目の調達および生産団

体の管理
● 自社管理圃場での大規模栽培
● 北海道生産品目の全数検品の実施
● 北海道生産品目の保管

�夕張ツムラ設立

夕張ツムラ
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夕張ツムラは2010年4月に農業生産法人「てみるファーム※」と生薬栽培に関する委託契約
を締結し、障がい者が原料生薬栽培に携わることができる機会を提供しています。栽培委託
する生薬の種類を増やすための試験栽培の実施など、てみるファームと共同で進めています。
さらに、夕張ツムラの施設や農場においても、障がい者の方々に作業をお願いすることを
検討しています。

�てみるファームとの協働

※   てみるファーム：北海道札幌市・石狩市に50ヵ所の事業所・施設をもつ社会福祉法人「はるにれの里」が、2010年
4月に知的障がい者の自立を目的として設立した農業生産法人

2014年12月、夕張ツムラは生薬事業の基盤の強化を目的として、農業生産法人※に移行し
ました。生薬の品質・価格の安定化、生産効率化を図るため、自社管理圃場の拡大を進めて
います。滝川農場の面積を現在の60haから将来的には約150haへ拡大して、機械化による
大規模栽培を進めていきます。また、試験栽培を通じた栽培技術の確立、薬用作物栽培で使
用する農機の開発や農薬の適用拡大など、栽培の効率化と省力化を積極的に進めています。
さらに道内契約栽培団体・農家への支援や栽培技術指導など連携を強化することで、道内
における生薬生産の拡大につなげ
ていきます。

�農業生産法人化

※   農業生産法人：農地法に規定された一定
の要件の下、法人形態によって農業を営む
法人の総称。農業経営を行う上で制度上の
さまざまなメリットを享受することができる

夕張ツムラは国が推し進める「薬用作物を活用した6次産業※化による生薬生産」に合致する
取り組みを行うため、2015年3月に6次産業総合化・地産地消法に基づく「総合化事業計画」
を申請し、6月に認可されました。これは、薬用作物の栽培から生薬への加工、販売までを地域
の生産団体、研究機関と連携しネットワークを築くことで、6次産業化による生薬生産事業を
創出し、生薬の国産自給率の向上、品質の安定化、安全性の向上が期待できます。

�6次産業化の推進

※ ６次産業：薬用作物の栽培（１次産業）×生薬への加工（2次産業）×生薬の販売（3次産業）

現在、北海道の生産品目は川
セン

芎
キュウ

・蘇
ソ

葉
ヨウ

・当
トウ

帰
キ

・附
ブ

子
シ

など数種類あり、年間約700tを生産して
います。将来的には北海道全域で栽培面積約1,000ha、生産量約2,000tに拡大する計画で
す。2015年9月、機能強化のため倉庫・製造棟・事務棟を増設しました。倉庫の保管能力は
1,000t増加し、これまでの2倍になる他、生薬の選別を実施します。現在石岡センターで行っ
ている選別を夕張ツムラで実施することで、品質改善指導が迅
速にできます。今後、全数検品の効率化（自動化）とレベルアップ
を推進し、稼働率向上とコストダウンを目指します。また、確立し
た技術を国内外の生産拠点にも展開できるよう進めていきます。

�機能強化

機械化による大規模栽培自社管理圃場（滝川農場）

加工場
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良質の原料生薬を確保するため、生薬自社規格を定めいろいろな角度からの
品質試験を実施しています。設計どおりの品質を確保・保証するため工程内検
査および最終製品の品質試験をロットごとに実施しています。原料生薬および
漢方製剤の品質保証をさらに強化する目的で設置された「分析センター」では、
残留農薬・微生物などの試験とともに、品質試験の開発研究を実施しています。

特集❷：漢方ができるまで

品質方針

● 高品質で信頼される製品を安定的に供給します
● 医薬品に関する薬事関連法規を遵守します
● お客様の声を聴き、継続的な品質向上に努めます
● 安全な生薬の安定確保を実現します

品質試験について

切�裁
ほぼ原形のまま保管されていた原料生薬は工場
に運ばれた後、切裁工程で必要に応じてそれぞ
れの性状に合った切裁機にかけられ、抽出に適し
た大きさに刻まれます。

●   全役職員に対し、適切な教育を実施し、
高い意識を持つ人財を育成します

●   これらを実現するため、経営資源を適
正に配分します

ツムラグループは、価値創造企業を目指し、“KAMPO”で人々の
健康に寄与するため、以下の品質方針を定めます。

選別加工・保管
残留農薬、微生物や重金属などの品質試験によ
るチェックを経て、ツムラグループで定めた品
質基準をクリアした原料生薬だけが、漢方製剤
を製造する各工場に供給されます。

原料生薬調達・調製加工・保管
各地で調達された原料生薬は、異物や不良品
が混入していないか入念にチェックされ、基準
をクリアしたものだけが調製加工され、品質が
劣化しないよう低温倉庫で保管されます。

原料生薬栽培
原料生薬の多くは栽培品で、医薬品の原料とし
て一定の品質が求められており、栽培方法・使
用農薬などが管理されています。野生品につい
ても同等の品質のものが採集されています。

原
料
生
薬
栽
培
・
調
達

品
質
管
理
・

製
造（
エ
キ
ス
粉
末
）

中華人民共和国
（中国）

産地会社
（約130社）

関連会社

契約栽培団体
主要6拠点 ラオツムラ

（ラオス
サラワン県）

ラオス
人民民主共和国

（ラオス）
日本

深圳津村
薬業有限公司
（中国深圳市）

石岡センター
（茨城県石岡市）

静岡工場
（静岡県藤枝市）

茨城工場
（茨城県稲敷郡

阿見町）

上海津村
製薬有限公司
（中国上海市）

・夕張ツムラ
・その他契約
   栽培団体
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出荷・保管・配送
工場から出荷された製品は、物流センターで保
管され、その後、医薬品代理店に納品されます。

充填・包装
品質が確認されたエキス顆粒は充填包装工程に
送られます。1日量単位にシート包装された後、7
シートごとに束ねた状態で箱詰めされ（標準包装）、
ツムラ医療用漢方製剤エキス顆粒として出荷さ
れます。

造�粒
エキス粉末は賦形剤などと混合され、打錠機に
よって直接圧縮成型されます。その成型品を破
砕して整粒したものがエキス顆粒です。この乾
式造粒方式では造粒時の成分変化はありません。

乾�燥
濃縮液は大型の乾燥用スプレードライ装置に送
られます。ドライヤー内の頂上部から霧状に噴
出され、熱の影響を受けないよう瞬時乾燥と同
時に冷却され、エキス粉末になります。

抽出・分離・濃縮
抽出はツムラ独自の装置によって漢方の伝統的
方法と同様に行われます。抽出液は遠心分離機
で濾過された後、成分への影響が最も少ない機
器を使用し低温・短時間濃縮が行われます。

秤量・調合
切裁された原料生薬は、あらかじめ定められた
各処方の構成に従って秤量されます。その後、大
型の調合容器に投入され、再度質量チェックが
行われ、抽出工程へ送られます。

品
質
管
理
・
製
造（
エ
キ
ス
顆
粒
）

品
質
管
理
・
製
造（
エ
キ
ス
粉
末
）

エキス粉末

エキス粉末の成型品 エキス顆粒

分離・濃縮

秤量

流
通

上海津村のエキス粉末は、静岡工場・茨城工場に
移送され、造粒工程に送られます。

乾燥

生薬残さ

西日本
物流センター

（兵庫県加西市）

東日本
物流センター

（埼玉県久喜市）

充填・包装
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コーポレート・ガバナンス

取締役会の監督機能を強化するため、社外取締役を2名増員し、社内取締役3名・社外取
締役3名の構成といたしました。

経営環境の変化に即応し、迅速かつ最適な意思決定および業務執行する体制とするため、
以下の通り機構改革を実施いたしました。
　①従来の常務会を改組し、「経営会議」を設置
　②業務執行の効率化を促進するため「執行役員会」を新設
　③経営の透明性・公正性を高めるため「社外取締役会議」を新設
　④取締役会および社外取締役会議を補佐する部門として「取締役会室」を新設

執行役員の業務執行機能を従来以上に明確化し、執行役員の業務執行上の職責に応じて、
新たに役付執行役員を設けることといたしました。
※執行役員の委嘱・担当部門体制は10ページをご参照ください

本年6月より変更した当社のコーポレート・ガバナンス体制を紹介します。

（後列左より）

1：取締役会

3：経営機構

2：執行役員制度

取締役
上席執行役員

藤
ふじ

　康
やすのり

範

（前列左より）

社外取締役

増
ま す だ

田　弥
や よ い

生
社外取締役

松
ま つ い

井　憲
けんいち

一
社外取締役

杉
すぎもと

本　茂
しげる

常勤監査役

岩
いわさわ

澤　強
つよし

常勤監査役

中
なかやま

山　照
てるなり

也
社外監査役

羽
はねいし

石　清
き よ み

美
社外監査役

大
おおうち

内　圀
く に こ

子

取締役
専務執行役員

杉
す ぎ た

田　亨
とおる

代表取締役社長
社長執行役員

加
か と う

藤　照
てるかず

和
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会社の概要・株式の状況（2015年9月30日現在）

本 社 東京都港区赤坂二丁目17番11号

創 業 1893年（明治26年）4月10日

設 立 1936年（昭和11年）4月25日

資 本 金 194.87億円

従 業 員 数 （単体）2,380名（就業人員数）
（連結）3,333名（就業人員数）

会社概要

地　位 氏　名 委嘱・担当部門

社長執行役員※ 加 藤 照 和 渉外調査室、監査室担当

専務執行役員※ 杉 田 　 亨 コーポレート・コミュニケーション室、購買部、物流企画部、情報技術部担当

常務執行役員 髙 崎 隆 次 製品戦略本部長

上席執行役員※ 藤 　 康 範 コンプライアンス統括部長 兼 経営企画室、人事部、経理部担当

上席執行役員 竹 田 秀 一 信頼性保証本部長

執行役員 村 田 亮 市 医薬営業本部長

執行役員 戸 田 光 胤 生薬本部長 兼 中国統括室長

執行役員 中 田 　 充 秘書室長 兼 総務部、法務部担当

執行役員 碓 井 公 利 生産本部長
※取締役を兼務する執行役員

会社名

株式会社ロジテムツムラ 運送および保管

深圳津村薬業有限公司 原料生薬の調達・選別加工および保管

上海津村製薬有限公司 漢方エキス粉末の製造および販売

TSUMURA USA, INC. 米国における医薬品開発

連結子会社

(注)持株比率は自己株式（247,274株）を控除して計算しております。

● 発行可能株式総数 250,000,000株

● 発行済株式の総数 70,771,662株
（自己株式 247,274株を含む）

● 株主数 15,750名

株式の状況

株主名 持株数 持株比率
千株 ％

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 4,141 5.87 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,064 4.35 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 2,429 3.44 

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 2,197 3.12 

ツムラグループ従業員持株会 1,950 2.77 

ＪＵＮＩＰＥＲ 1,736 2.46 

ＢＮＹＭＬ － ＮＯＮ ＴＲＥＡＴＹ ＡＣＣＯＵＮＴ 1,581 2.24 

ＪＰ ＭＯＲＧＡＮ ＣＨＡＳＥ ＢＡＮＫ ３８５６３２ 1,548 2.19 

第一三共株式会社 1,525 2.16 

資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） 1,151 1.63 

● 大株主の状況

金融機関
33.97％

個人・その他＊
16.54％

事業法人
13.29％

外国法人等
35.41％

金融商品
取引業者
0.79％

＊「個人・その他」には、自己株式247,274株を
含めております。

〈所有者別株式数分布状況〉

■�執行役員体制
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ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、
より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した
見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

コーポレート・コミュニケーション室　IR推進グループ
〒107−8521　東京都港区赤坂二丁目17番11号
TEL（03）6361−7101

ご注意
１．  株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管

理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせく
ださい。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関
となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。な
お、三菱UFJ信託銀行全国各支店におきましてもお取次ぎいたします。

３． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

事業年度 4月1日〜翌年3月31日
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
定時株主総会 毎年6月
株主名簿管理人

三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座の口座管理機関

同連絡先
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）
受付時間　9：00〜17：00（土・日・祝祭日等を除く）

上場証券取引所 東京証券取引所

公告の方法

電子公告により行います。
公告掲載URL
http://www.tsumura.co.jp/zaimu/index.htm

（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを
得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

株主メモ

「株主・投資家の皆さま」
最新のIR情報を掲載しています。

ホームページのご案内 http://www.tsumura.co.jp/ ツムラ

株主インフォメーション


